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ラ
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よ
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に
よ
る
市
歌
の
斉
唱
、

吉
名
中
学
校
３
年
の
西
川
晃

介
く
ん
と
沖
谷
静
香
さ
ん
に

よ
る
市
民
憲
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の
朗
読
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市

政
に
対
し
て
功
労
が
あ
っ
た

個
人
や
団
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へ
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彰
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謝
状
の
贈
呈
が
行
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れ
ま

し
た
。
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ア
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光
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ま
し
た
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。
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 おめでとうございます

　文化の秋、市内の各会場で、総合文化祭が開催さ

れ、多くの来場者でにぎわいました。入賞者は次の

とおりです。（敬称略・順不同）

市長賞

松井　フクミ（絵画）

議長賞

髙野　信行（工芸）

教育委員会賞

田中　澄子（絵画）、有田　博行（工芸）、

上垣　幸江（書）、別祖　一義（写真）

文化団体連盟賞

長岡　京子（絵画）、土居　武（工芸）、

木村　民子（書）、市川百合子（写真）

美術協会賞

田渕　幸子（絵画）、宮原　須美（工芸）、

新藤　豊美（書）、吉木有為子（写真）

奨励賞

六田　一德（絵画）、中川　香代美（絵画）、海本　

久雄（工芸）、市川　泰德（工芸）、金子　裕美（書）、

横畑　克子（書）、室脇　千里（書）、加島　武（写真）、

片岡　昭二（写真）、小林　昇（写真）、植杉　清三

（写真）

問い合わせ　たけはら美術館　☎ 22-3558

竹原市総合文化祭　市美展入賞者
　11 月３日、秋の褒章・叙勲受章者が

発表されました。

秋の叙勲  受章者

　10 月 31 日、三重県津市で、吉名小学校が

学校給食文部科学大臣表彰を受けました。

　吉名小学校は、平成 22 年に栄養教諭を配

置し、地場産物をふんだんに使った給食を取

り入れ、地域で交流会を行うなど、食育活動

に先進的に取り組み、長年の成果が今回の受

賞につながりました。

天内　茂樹さん

（仁賀町）

　天内茂樹さんは、旭日小綬章を受章さ

れました。天内さんは、市議会議員とし

ての 24 年間、仁賀ダムの建設に尽力さ

れ、議長を２年間務めました。現在も、

賀茂川を守る活動を積極的にされていま

す。

学校給食文部科学大臣表彰

　11 月 20 日、廿日市市で行われた第 54 回広

島県公衆衛生大会で、地域の公衆衛生の向上

に努めている個人及び団体が表彰されました。

竹原市からは、次の人が表彰されました。

広島県知事表彰　公衆衛生地区組織活動功労者

　　西中　重則さん

広島県環境保健協会表彰

　　井上　美津子さん

広島県公衆衛生大会表彰

竹細工グランプリ入賞者
　10 月 20 日、竹原商工会議所で、竹を素材とした

作品を募集した「竹細工グランプリ」の表彰式が行

われました。入賞者と作品名は次のとおりです。

シニア部門最優秀賞

　田村紀郎さん

　「人生も竹編みもいろいろ」

一般部門最優秀賞        特別賞

　森下文雄さん　　　　　奥田照彦さん

　「花籠　瀬戸の風雅」　　「竹原のまつり（動感竹細工）」

問い合わせ　商工観光室　☎ 22-3558
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Camera News
      カメラニュース
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９
日
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市
民
館

で
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市
子
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が
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れ
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し

た
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わ
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を
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。
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。
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こころに響く　子どもたちの歌声

本物の演劇に触れて　絆深まる

 ～竹原っこ夢プロジェクト～
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。
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く
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。
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27
日
、
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並
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存
地
区
と
そ
の
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辺
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、
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み
竹
灯
り
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た
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憧
憬
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催
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。
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た
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憬
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画
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、
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催
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ず
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ァ
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が
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わ
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響
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渡
る
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し
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音
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、

来
場
者
は
う
っ
と
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を
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い
ま
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た
。

夜の町並み　竹灯りに包まれて

地
場
産
物
を
使
っ
た
お
弁
当
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
賞

「野菜と卵の蒸料理」

大下　未紗さん

（忠海中学校３年）

「峠下牛とアヲハタマ

マレードの甘辛炒め」

堂免　海斗くん

（竹原西小学校４年）
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　11 月１日、東野公民館

で、創立 60 周年記念式典

が開催され、表彰や記念講

演会など 60 周年を祝う催

しが多数行われました。東

野小学校４年生とナツメロ

コーラス教室による「ふる

さと東野」の歌では、ふる

さとを想う歌詞に来場者は

聞き入っていました。

60 周年の節目をお祝い

　11 月 13 日、忠海中学校で、京都フィルハー

モニー室内合奏団による「夢いっぱいコン

サート」が行われ、生徒のほか、忠海西・忠

海東小学校の児童や保護者が鑑賞しました。

　生徒との合奏やヴァイオリン体験では、

息の合った演奏に会場から拍手が送られ

ました。「オーケストラの生演奏を間近で

聴いたのは初めて。音が合っていてすご

かった。」と感想を話してくれたのは、忠

海中学校３年の西村浩輝くん。また、合

奏団と共にサックスを演奏した３年の嵩

朱音さんは、「迫力ある演奏に圧倒され、

感動した。」と目を輝かせていました。

プロの音色に酔いしれる

　11 月 13 日～ 20 日、市

内の小学 1年生に、人権擁

護委員と法務局職員が「人

権の花」（ヒヤシンス球根）

の配付や紙芝居などを行い

ました。命の大切さと思い

やりの心を学びながら協力

して育て、２月頃色とりど

りの花を咲かせるのが楽し

みですね。

咲かせよう　人権の花

　11 月１日、竹原警察署

で、竹原高等学校３年生の

友廣美咲さんの標語（全国

地域安全運動の標語「子ど

もと女性の犯罪被害防止」

部門で最優秀賞を受賞）が

書かれた懸垂幕の掲揚式が

行われました。懸垂幕が子

どもの見守り活動をさらに

活性化させるきっかけとな

りそうですね。

地域を守る　懸垂幕

日々進化！　学校の授業

　10 月 16 日に竹原小学校で、11 月１日

に中通小学校で、タブレットＰＣ（※）

を活用した公開授業が行われました。　

　授業で、児童はタブレットに自分の考

えを書き込み、発表し合いました。タブ

レットは電子黒板とも連動し、児童がタ

ブレットに書いた内容が瞬時に電子黒板

に送信され、比較や発表もスムーズに行

われました。市内の学校では、最新技術

を取り入れた授業が行われています。

※タブレットＰＣとは、平板状でタッチパ

　ネル式などの表示・入力部を持った携帯

　可能なパソコンのことです。

熱いパレードで盛り上がる

　11 月２日～３日、市内の

各所で、「たまゆらの日」の

イベントが開催されました。

竹原駅前商店街では、もも

ねこ様の着ぐるみと、子ど

もやファンの人たちによる

パレードが行われ、小雨が

降る中にもかかわらず、商

店街は熱気に包まれました。

竹原小学校

中通小学校


